
競技注意事項 

 

1. 競技規則について 

本大会は 2016 年日本陸上競技連盟規則及び本大会要項・競技注意事項により実施する。 

2. 招集について 

(1)招集場所は、旧補助競技場内に設置する。 

(2)招集は必ず本人が行い、代理人による招集は認めない。 

(3)招集完了時刻に遅れた競技者は、出場できない。 

  ○ 招集時間 

 招集開始 招集完了  

トラック競技  予選 40 分前 20 分前  

トラック競技    決勝 30 分前 20 分前  

フィールド競技 
ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸ 

60 分前 40 分前 
(女子)50前開始､30分前終了)

跳 躍  

リレー種目は、オーダー用紙を招集完了時刻の 1 時間前までにＴＩＣ(受付)へ提出し、その上所定の時間に招集を

受けること。（決勝時において、変更なき場合は提出の必要はない） 

3. 競技場への入退場について 

(1)入場は、全て招集所より係の誘導により行なう。 

(2)退場は下記のとおりとする。 

   トラック競技  ・・・フィニッシュ地点より本部席前を通り退場のこと。 

   フィールド競技・・・競技役員の指示・誘導による。 

4. 競技について 

(1)トラック競技 

  ①トラック競技で２回不正スタート（フライング）した選手は失格。 

  ②トラックレース(短距離)において、スタート前に腰ナンバーカードの代用として、レーンを示す色テープを 

配布するので、右腰やや後方に貼り付けること。（800m においては腰ナンバーカードを配布する） 

③短距離走では、競技者の安全のため、フィニッシュライン通過後も自分に割り当てられたレーン（曲走路）を走る。 

④3年生～4年生１００ｍ予選・４００ｍリレー予選はタイムレースとする。 

⑤5・6年生１００ｍ決勝は、決勝 A/B を行う （予選の記録順にグループ分けを行う）（上位グループ→A） 

⑥1・2年生の 60ｍはタイムレース決勝のみとする。（スターティングブロックの使用は自由） 

スパイクの使用可。（素足は禁止する） 

⑦5・6年生 800m は、タイムレース決勝とし、上位 8名を決定する。 

(2)フィールド競技 

   ①走幅跳、ジャベリックボール投げ（計測）について。 

1 回目は全員計測するが、２回目からは計測ラインを超えた者のみ測定する。計測ラインは、1回目の 

結果より決定し通告する。 

②走高跳は、危険防止のため「足から着地すること」すなわち正面跳、はさみ跳とする。 

    (3)その他   競技会での傷害は、応急処置のみで、以後の責任はもたない。 



5. 表彰について 

表彰は体育館本館で行うので、表彰時間表を確認のこと。 

各種目の 8位入賞者は、競技終了後、すみやかに体育館本館表彰控え席に集合すること。 

リレー種目と重なった者は、代理を出す事。(式進行上、集合なき選手がいても実施する) 

5･6 年 100ｍは B決勝を行うが、表彰は行わないので賞状を体育館表彰控え室まで取りにくること。 

6. 練習場について 

(1)旧補助競技場での練習は下記の注意を厳守のこと。 

 ○衝突事故防止の為、直走路の横断は禁止する。(曲走路より横断のこと) 

 ○ジョッグ及びウォーキングは、フィールド内の芝生を使用し、走路を使用しない。 

 ○内側の 1・2レーンは、長距離のペース走専門とする。 

 ○直走路の 3～6レーンは、ダッシュ・流し等の専用とする。 

 ○直走路の 7・8レーンはハードル専用とする。 

 ○第 4コーナーから直走路への進入を禁止する。 

 ○バトンパス練習及び流しはバック側を使用のこと。 

 ○跳躍・投てき種目の練習は競技開始前に競技会場で行うので練習を禁止する。 

 ○走路及びピットに立ち止まっての指導等をしてはいけない。 

 ○走路は左回りとし、逆走は禁止する。 

○安全確保のため、選手指導者以外の立ち入りを禁止する。 

 ○その他審判員の指示に従う。 

 

7. 雨天練習場について 

(1)使用禁止とする。 

 

8. 競技場について 

 (1)競技会場内へは、競技役員、出場選手以外の立ち入りを禁止する。 

 (2)ベンチ及び観客席とも汚さないように気をつける。 

 (3)ゴミは、自宅まで持ち帰ること。 

 (4)持ち物の保管は各自で責任を持つ。万一の事故があっても責任は負わない。 

 (5)横断幕のフェンスへの掲示は禁止する。 

 (6)旧補助競技場及び招集所への移動は外周を使用し、本部席前は通らないこと。 

 (7)プログラムの訂正は 9 時までにＴＩＣ(受付)まで申し出る事。尚、申込み不備の場合は受付けない。 


